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本論文は黄血塩溶液を標準溶液とする金属の容量分析を研究したものであり，第 1 編 2 章，第 2 編
9 章，第 3 編 5 章，総括よりなっている。
第 1 編は黄血塩と各種金属イオンとの反応および生成洗殿の性状について検討したものである。










第 1 章から第 9 章(第 2 編)までは，乙の指示薬を用いて亜鉛，鉛，銀，マンガン，ニッケ Jレ，コ
バルト，カドミウム，セリウム，ランタンのそれぞれの容量分析法を研究し，その滴定 pH 範囲，指
示薬添加量， 滴定温度， 滴定速度およびアノレコーノレ濃度について検討し， その分析条件を定めてい
る D またその適用濃度を明らかにしている D
第 3 編ではヨウ素ーデンプン指示薬の使用できない金属について有色のキレート化剤を新らしく金
属指示薬として利用する方法，あるいは電気的終点指示法を用いて沈殿滴定を行なっている。
第 1 章から第 5 章(第 3 編)までは，それぞれの金属指示薬あるいは電気的指示法を用いて， トリ
ー 373 ー
ウム，ジノレコニウム，第一水銀，ビスマス，モリブデンの容量分析法を研究し，その滴定 pH 範囲，
指示薬添加量，滴定速度，滴定温度，放置時間，グリセリン添加量などについて検討し，その分析条
件を定めている。またその適用濃度範囲を明らかにしている D
総括は以上の研究をまとめたものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は黄血塩と金属イオンとの沈殿生成反応を応用した各種金属イオンの迅速簡便な分析方法を
確立したものである D
まず分析に利用される沈殿反応の過程および生成沈殿の性状を明らかにし，有用な知見を得，つい
で新しくヨウ素ーデンプン溶液を酸化還元指示薬として選ぶ乙とにより，さらにまた新しく有色キレ
ート化剤を金属指示薬として選ぶことにより，セリウム，ランタン， トリウムを含む14種類の金属の
定量分析法を確立している。
このように本論文は工業分析化学に貢献すると乙ろ大きい。したがって本論文は博士論文として価
値あるものと認める。
A告門f・
円。
